
 国 語 課 題 ②  
☆音読 

天地の文 〔6年教科書６６ページから６７ページ〕 

【めあて】 

「天地の文」を声に出して読もう。 

 

『音読のポイント』 

読む速さ、声の大きさ・明るさ・高さ、間の取り方などに気をつけて、工夫して音読しよう。 

・天地の文   Ｐ６６～６７ 

 

学習の流れ 

① Ｐ６６のＱＲコードを読み取り、音読の仕方を学ぶ。 

② Ｐ６７のＱＲコードを読み取り、本文の意味を理解する。 

③ 毎日（２４日～３０日まで）音読をする。 

④ ２８日～３０日の間に、最後の１文をノートに書きます。また、その意味を考え自分の感想を

ノートに書きましょう。（5年生で使用したもの）にその理由を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

学校が始まったら 

それぞれの感想を発表し、考えを共有します。 

 

 

☆言葉を選んで、短歌を作ろう 

たのしみは  〔6 年教科書６０ページから６３ページ〕 

【めあて】 

「たのしみは」の短歌（３１音）を読み合って、感想を伝え合おう。 

 

『学習のポイント』 

・音や様子を表す言葉を入れる。 

・たとえ（比喩
ひ ゆ

＝よく知っていることに例えて、説明すること）も使う。 

・順序を入れ替える。 

 

 

ノ
ー
ト
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・
・
・ 
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・
・
・
・
・
・
・
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・ 

・
・
だ
と
思
い
ま
し
た
。 



学習の流れ 

① 短歌にしたい場面を日常生活の中から見つける。教科書Ｐ６１の例を見本にしたり、題材例（教

科書Ｐ６１の下段にあります）を参考にしたりしましょう。 

② 短歌（三十一音）を作る。五・七・五・七・七で表しましょう。一音と数える音と数えない音

の違いも気を付けましょう。（始めの五音「たのしみは」と最後の七音の「とき」は必ず入れま

す。） 

③ Ｐ６２の下段にある短歌を比べ、変化の良さを見つけよう。 

④ 自分が探したたのしみで、短歌を作ろう。５つは、必ず作り、ノートに書く。 

⑤ 作った短歌を見直し、使った言葉を別の言葉に変えたり、並べ方を変えたりする。（別の言葉に

したり、並べ方を変えたりした後は、消さずに残しておきましょう。） 

 

学校が始まったら 

自分が考えてきた短歌を短冊に清書し、友達と交流をします。 

 

 

☆5年生で習った漢字① 

漢字の広場  〔6 年教科書１０２ページ〕 

【めあて】 

絵の中の言葉を全て使って、人々の行動を文章に書こう。 

 

『学習のポイント』 

主語、述語、修飾語、接続語などの整った文を書く。 

 

学習の流れ 

① １文に３つの習った漢字を使う。 

② １つ１つの漢字を正しく書く。 

③ ５年で習った漢字にサイドラインを赤で引く。 

④ 遊園地での人々の行動や出来事の様子がよく分かるようにノート（5 年生で使用したもの）に

書く。 

⑤ 最低１０の文章を作る。（１回使った漢字は、使用しない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校が始まったら 

各班で、自分の作った文を発表します。言葉の意味を、文章中で正しく使えているか班の友達と確

認します。 

ノ
ー
ト
例 

漢
字
の
広
場
一 

絵
の
中
の
言
葉
を
使
っ

て
、
遊
園
地
の
出
来
事
を

知
ら
せ
る
文
章
を
書
こ

う
。 

一 

銅
像
の
前
で
、
記
念

写
真
を
と
っ
て
い
ま

す
。 

二 

お
化
け
屋
し
き
が
怖

い
か
ら
、・
・
・
・
・
・
・
。

 

三 
 

 

四 
 

 


